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���　
平
成
18
年
12
月
に
中
井
町
に
お
け
る
環
境

の
保
全
と
創
造
に
つ
い
て
の
基
本
的
理
念
を

定
め
た
「
中
井
町
環
境
基
本
条
例
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
条
例
を
踏
ま
え
な

が
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い

か
を
、
具
体
的
に
示
す
行
動
計
画
が
「
中
井

町
環
境
基
本
計
画
」
で
す
。
�

　
こ
の
計
画
は
、
中
井
町
環
境
基
本
条
例
に

基
づ
き
、
中
井
町
の
環
境
の
望
ま
し
い
将
来

と
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
町
民
・
事
業
者
・

町
（
行
政
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
ま

た
、
一
体
と
な
っ
て
環
境
の
保
全
及
び
創
造

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。
�

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
問
題
の

課
題
を
認
識
し
、
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
っ
て
い
き
ま
す
。
�

環
境
基
本
計
画
と
は
�

私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
り
の
あ
る
計
画
�

�

　
今
日
、
異
常
気
象
や
地
球
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る
環
境
問
題
が
深
刻
化

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
密
接
に
連
携
し
た
自
治
体
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
中
井
町
で
は
、
環
境
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
中
井
町
環
境
基
本
計
画
の
平
成
20
年
度
策
定
を
め
ざ
し

て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
�

　
現
在
、
公
募
で
募
集
し
た
町
民
等
で
組
織
す
る
「
中
井
町
環
境
懇
話
会
」

を
中
心
に
、
中
井
町
環
境
審
議
会
、
町
（
行
政
）
が
協
働
し
て
検
討
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
�

　
今
回
は
、
中
井
町
環
境
基
本
計
画
の
概
要
と
、
先
日
実
施
い
た
し
ま
し

た
、
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

中
井
町
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
�
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基
本
理
念
と
は
�

中
井
町
環
境
基
本
条
例
っ
て
�

ど
ん
な
条
例
？
�

����　
中
井
町
環
境
基
本
条
例
は
、
環
境
の
保
全

及
び
創
造
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
（
基

本
理
念
）、
町
民
・
事
業
者
・
町
の
責
任
と

義
務
（
責
務
）、
町
の
施
策
を
明
ら
か
に
し
、

環
境
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
や
り
方
（
施
策
の
方
針
）

の
３
つ
の
柱
か
ら
な
る
条
例
で
す
。
�

　
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
に
、
中
井
町
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
�

�����　
４
つ
の
理
念
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
�

①
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
中
井
町
の
豊
か
な
環

　
境
を
享
受
し
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

　
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
ま
す
。
�

②
自
然
と
人
が
共
生
す
る
、
豊
か
な
環
境
を

　
維
持
す
る
と
同
時
に
、
環
境
へ
の
影
響
を

　
軽
減
し
な
が
ら
、
健
全
で
発
展
し
て
い
く

　
社
会
を
作
る
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
ま
す
。
�

③
町
民
・
事
業
者
・
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

　
を
自
覚
し
、
そ
の
責
務
を
自
主
的
か
つ
積

　
極
的
に
行
い
ま
す
。
�

④
温
暖
化
や
自
然
環
境
破
壊
な
ど
の
地
球
を

　
取
り
巻
く
環
境
問
題
は
世
界
的
に
大
き
な

　
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
類
共

　
通
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

　
な
が
ら
行
動
し
ま
す
。
�

　町が環境の保全・創造に関する施策を実施するとき

の、４つの原則を定めました。この方針が確実に保た

れるように努めていきます。�

施策の方針とは� 町民・事業者・町の責務とは�

　健全な自然生態系が保たれるように、森林、

農地、水辺地などを適切に保全します。�

自然環境の保全�
基本方針�

2

　私たちが豊かな自然とふれあい、文化的な

生活を送るために、美しい景観や歴史的な文

化遺産を保護します。�

美しい街並みの保護�
基本方針�

3

　私たちが健康な生活を送る

ために、日々の生活に大きく

関わっている、大気、水、土

壌などの環境を良好な状態の

まま保っていきます。�

良好な生活環境の保持�
基本方針�

1

　地球温暖化をはじめ、地球環境は現在、深

刻な問題を抱えています。更なる環境悪化を

食い止めるためにも、�

地球環境の保全に配慮�

します。�

地球環境の保全�
基本方針�

4

●環境に配慮した日常生活を心掛け､自然環境等

　を大切にしましょう。��

●町が実施する施策や､地域などで行われるイベ

　ントや学習会などに積極的に参加しましょう。�

町民が取り組むこと�
（町民の責務）�

●事業活動に伴う公害の防止や環境へ与える影響

　の認識をしましょう｡��

●事業活動を行うに当たり、環境にやさしい事業シ

　ステムを構築し、自然環境等を大切にしましょう。�

●町が実施する施策や、地域などで行われる環境

　に関するイベントなどに積極的に参加しましょう。�

事業者が取り組むこと�
（事業者の責務）�

●環境問題へ総合的かつ積極的に取り組む施策を

　作り、実施します。�

●町の行う事業が環境に負荷をかけないようにし

　ます。�

●環境保全・再生のための事業に積極的に取り組

　みます。�

●環境基本計画を策定します。�

●環境の保全・創造に関する基本的事項などを調

　査審議する環境審議会を設置します。�

（平成19年6月27日設置）�

町が取り組むこと�
（町の責務）�
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����　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
広
く
町
民
や
事

業
者
等
か
ら
の
意
見
な
ど
を
集
約
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
1
，0
0
0
人
、

町
内
1
0
0
事
業
所
、
中
学
校
全
校
生
徒
を

対
象
に
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
�

　
合
計
で
1
，3
5
5
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

配
布
し
た
結
果
、
7
7
0
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト

が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
の
有
効
回
収

率
は
56
・
8
％
に
の
ぼ
る
な
ど
、
環
境
問
題

へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
�

�◎
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
�

�　
中
井
町
の
住
み
や
す
さ
で
は
、
住
み
よ
い

と
感
じ
て
い
る
方
が
29
・
6
％
、
や
や
住
み

よ
い
と
感
じ
て
い
る
方
が
36
・
1
％
と
合
計

で
65
・
7
％
の
方
が
住
み
や
す
い
と
感
じ
て

い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
住
環
境
の
満
足
度
と
し
て
は
、
緑

の
豊
か
さ
、
空
気
の
き
れ
い
さ
な
ど
の
自
然

環
境
に
関
す
る
も
の
が
非
常
に
満
足
度
が
高

い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
道
路
や
公

共
施
設
と
い
っ
た
社
会
的
基
盤
整
備
は
、
満

足
度
が
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
自
然
や
社
会
的
基
盤
整
備
な
ど
が
、
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
と
い
う
質
問
で
は
、

満
足
度
の
高
さ
と
は
逆
に
、
自
然
環
境
な
ど

は
悪
化
度
が
高
く
、
基
盤
整
備
は
、
満
足
は

し
て
な
い
が
、
現
時
点
で
は
向
上
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
町
民
が
多
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
�

　
道
路
や
公
園
の
整
備
と
い
っ
た
基
盤
整
備

が
、
町
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
見
て

取
れ
ま
す
。
�

　
足
り
な
い
社
会
的
基
盤
整
備
を
今
後
整
備

し
て
い
く
こ
と
は
、
中
井
町
の
住
環
境
に
と

っ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
識
と
し
て
は
、
後
世
に
残

し
た
い
と
思
う
も
の
は
、
き
れ
い
な
空
気
・

水
、
緑
の
豊
か
さ
と
い
っ
た
自
然
環
境
が
多

く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
環
境
の
保
全
と
生
活
の
利
便
性
の
関
係
に

つ
い
て
の
質
問
で
は
、
約
60
％
の
方
が
生
活

の
利
便
性
が
損
な
わ
れ
な
い
範
囲
で
自
然
に

配
慮
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
で
し
た
。
ま

た
、
約
30
％
の
方
は
利
便
性
が
損
な
わ
れ
て

も
自
然
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
意
見
で
し

た
。
環
境
に
対
す
る
町
民
の
モ
ラ
ル
、
意
識

は
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
ま

す
。
�

　
こ
の
よ
う
に
、
町
民
意
識
と
し
て
は
環
境
�

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
�

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
�

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
�

0.0 40.0 60.050.0 70.0 80.0 90.0

84.2

71.0

55.3
55.1

54.9
54.2

76.3
74.8

68.3

68.2
58.2

46.9

緑の豊かさ�
空気のきれいさ�
自然の美しさ�

自然とのふれあい�
町の静けさ�

生き物とのふれあい�
まちなみの美しさ�
公園等の整備状況�

町の清潔さ�
水のきれいさ�

歴史的な文化遺産の状態�
道路の整備状況�

▼ 町 民 の 満 足 度�

▼ 中井町は住みよいですか？�

0％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�

町　民�

中学生�

29.6 18.1 6.0

18.0 12.212.5

29.6 36.1 18.1 6.9 6.0

45.5 18.0 6.7 12.212.5 4.3

0.8

0.9

2.4

住みよい　　　　　やや住みよい　　　　　やや住みにくい�
住みにくい　　　　どちらでもない　　　　わからない�
未回答�

0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％�

町　民�

中学生�

事業所�

8.6

28.6

27.0

27.0

8.6
50.2

34.1
3.1

2.9
0.9

11.4
40.4

28.6
13.3

1.6
4.7

27.0

27.0
42.8

0.0
1.6
1.6

▼ 環境問題の取り組みに参加しますか？�

積極的に参加していきたいと思う�

関心のある事柄については、時間に余裕のある範囲で参加して�
みたいと思う�

参加したいと思うが、実際はなかなか参加できないと思う�

必ずしも参加しようとは思わない�

その他�

未回答�
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問
題
に
対
し
て
十
分
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

住
民
参
加
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
積
極
的

に
参
加
す
る
と
回
答
し
た
方
は
8
・
6
％
に

と
ど
ま
り
認
識
は
し
て
い
る
が
特
別
な
行
動

を
起
こ
す
こ
と
や
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
負
担
に
感
じ
て
い
る

方
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
�
�

���　
中
学
生
の
意
識
で
は
、
住
み
や
す
い
と
い

う
考
え
が
58
・
0
％
で
し
た
。
町
民
意
見
で

は
65
・
7
％
が
住
み
や
す
い
と
考
え
て
い
た

の
に
対
し
て
7
・
7
％
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
�
�

　
そ
の
他
の
質
問
で
は
お
お
む
ね
、
大
人
の

意
見
と
同
様
に
基
盤
整
備
関
係
に
不
満
は
あ

る
も
の
の
、
自
然
を
大
事
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
し
か
し
、
環
境
配
慮
行
動
の
状
況
で
は
、

大
人
が
日
常
か
ら
比
較
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
に
対
し
、
中
学
生
は
環
境
問
題
に
対
し

て
認
識
は
し
て
い
る
も
の
の
、
行
動
に
移
せ

な
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
�

���　
事
業
者
の
意
識
で
は
、
町
民
・
中
学
生
同

様
、
中
井
町
の
自
然
環
境
に
は
満
足
し
て
い

る
が
、
基
盤
整
備
の
部
分
で
満
足
度
と
し
て

は
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
交
通
の

利
便
性
に
つ
い
て
は
か
な
り
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
事
業
所
は
事
業
活
動
と
し
て
の
利

益
確
保
が
最
大
の
目
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

収
益
が
悪
化
し
て
も
環
境
保
全
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
事
業
所
が
34
・
9

％
、
収
益
が
悪
化
し
な
い
範
囲
で
環
境
保
全

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
業
所

が
58
・
7
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
環
境
配
慮
行
動
も
既
に
多
く
の
事
業
所
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
環
境
保
全
に
対
す
る
社

会
的
責
任
を
、
多
く
の
事
業
所
が
認
識
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
�

����　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
た
結
果
、
中
井
町

の
町
民
・
中
学
生
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

大
変
に
環
境
に
対
し
て
意
識
・
認
識
が
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
�

　
こ
の
皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
井
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
環
境
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。
�

　
中
井
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者

の
皆
さ
ん
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
審
議

を
い
た
だ
く
た
め
に
「
中
井
町
環
境
審
議
会
」

と
「
中
井
町
環
境
懇
話
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
�

　
ま
た
、
こ
の
会
議
の
内
容
を
広
く
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
一

般
公
開
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
後
の
開
催
予
定
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

環
境
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
�

　
是
非
、
お
気
軽
に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
�

事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
�

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
�

皆
さ
ん
と
共
に
作
っ
て
い
き
ま
す
�

環境ホームページのトップページ�

環境ホームページアドレス�
http://www.town.nakai.kanagawa.jp/page/gyousei/kikaku/kankyou_keikaku/toppage.html

問合せ�

企
画
課
　
企
画
調
整
班�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
１
）
１
１
１
２�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
１
）
１
４
４
３�

　
メ
ー
ル
　kikaku@

tow
n.nakai.�

　
　
　
　
　kanagaw

a.jp

▼ 環境保全と利便性の関係は？�

▼ 環境保全と収益の関係は？�

0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％�

町　民�

中学生�

60.0

60.0

29.2

32.2

7.1

3.5

2.0

1.6

1.5

2.7

生活の利便性が損なわ
れない範囲で環境の保全
に努めなければならない��
生活の利便性が損なわ
れたとしても環境の保全
に努めなければならない��
生活の利便性にかかわら
ず環境の保全に努めなく
てよい��
その他��
未回答�

0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％�

事業所�

34.9

58.7

1.6

3.2

1.6

収益が悪化したとしても環境保全に努めなければならない�
収益が悪化しない範囲で環境保全に努めなければならない�
収益が改善されるならば環境保全に努めればよい�
収益にかかわらず環境保全に努めなくてよい�
その他�
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財
政
状
況
の
公
表�

平
成
19
年
度
上
半
期�

町 民 税 �

固 定 資 産 税 �

軽 自 動 車 税 �

町 た ば こ 税 �

砂 利 採 取 税 �

合 計 �

１１億４,８９８万円�

１７億３２７万円�

１,９０１万円�

８,２４６万円�

１,４１２万円�

２９億６,７８４万円�

５６.２％�

５９.４％�

９７.４％�

３８.１％�

４０.２％�

５７.８％�

６億４,６２９万円�

１０億１,２２６万円�

１,８５１万円�

３,１４４万円�

５６７万円�

１７億１,４１７万円�

��

町税内訳�

井ノ口保育園園舎移転新築事業 
平成１９年度完成に向けて、園舎の建設を進めています。�

歳入�
予算現額� �４１億７,６２７万円万円�

２３億９,７７７万円万円�

４１億７,６２７万円�

２３億９,７７７万円�収入済額�

収入済額・割合�予算現額�

事業費：事業費：3億5,370万円万円�事業費：3億5,370万円�

　�町有財産の状況�
土　地�
建　物�
積立金�

２７８,３１５㎡�
３５,８１２㎡�

８億１,５０７万円�

　
平
成
１９
年
度
上
半
期
（
平
成
１９
年
４
月
１
日
〜
９
月
３０
日
）
の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
４１
億
４
６
０
０
万
円
で
し
た
が
、
９
月
議
会
で
、
３
０
２
７
万

円
の
補
正
を
行
っ
た
た
め
、
現
在
の
予
算
は
４１
億
７
６
２
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
９
月
末
現
在
の
収
入
済
額
は
２３
億
９
７
７
７
万
円
で
予
算
現
額
の
５７
・
４
％
と

な
り
、
支
出
済
額
は
１５
億
３
７
９
７
万
円
で
予
算
現
額
の
３６
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

20 40 60 8010 30 50 70 90 100

収入済額・割合�予算現額�
20 40 60 8010 30 50 70 90 100

町 税 �

地 方 譲 与 税 �

地 方 交 付 税 �

各 種 交 付 金 �

分担金及び負担金�

使用料及び手数料�

国・県支出金�

繰 入 金 �

繰 越 金 �

町 債 �

そ の 他 �

合 計 �

２９億６,７８４万円�

５,４００万円�

４,０００万円�

２億８,０００万円�

５,２３０万円�

５,９９９万円�

２億６,６８８万円�

１億２,１００万円�

１億８,５０７万円�

１億円�

４,９１９万円�

４１億７,６２７万円�

５７.８％�

２８.３％�

０.０％�

５３.１％�

４１.３％�

６１.１％�

３０.３％�

８２.６％�

１４５.９％�

０.０％�

２１.９％�

５７.４％�

１７億１,４１７万円�

１,５２９万円�

０�

１億４,８５５万円�

２,１５８万円�

３,６６５万円�

８,０７７万円�

１億円�

２億６,９９９万円�

０�

１,０７７万円�

２３億９,７７７万円�

一 般 会 計 �
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歳出�
予算現額� �４１億７,６２７万円万円�

１５億３,７９７万円万円�

４１億７,６２７万円�

１５億３,７９７万円�支出済額�

支出済額・割合�予算現額�
20 40 60 8010 30 50 70 90 100

議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

農林水産業費�

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

公 債 費 �

そ の 他 �

合 計 �

９,２６７万円�

６億２,３０７万円�

１１億８,９０６万円�

２億８,７０５万円�

１億２,５９４万円�

５,９２８万円�

８億６００万円�

１億９,０９９万円�

３億８,２４６万円�

３億９,４６７万円�

２,５０８万円�

４１億７,６２７万円�

４９.３％�

４６.６％�

３７.１％�

４９.４％�

２６.９％�

６４.０％�

３３.１％�

４３.６％�

４２.５％�

８.９％�

０.０％�

３６.８％�

４,５６６万円�

２億９,０２３万円�

４億４,１０２万円�

１億４,１８３万円�

３,３９２万円�

３,７９６万円�

２億６,６４２万円�

８,３２７万円�

１億６,２４５万円�

３,５２１万円�

０�

１５億３,７９７万円�

特�別�会�計�

歳入�

歳出�

歳入�

歳出�

歳入�

歳出�

歳入�

歳出�

１０億４９万円�

１０億４９万円�

６億５,４２６万円�

６億５,４２６万円�

５億４,２３０万円�

５億４,２３０万円�

６億６,５８３万円�

６億６,５８３万円�

４億７,５１３万円�

４億６,９０７万円�

２億７,８２８万円�

２億３,８７３万円�

２億５,９２９万円�

２億２,３５２万円�

２億３,３２４万円�

２億２,１７３万円�

４７.５％�

４６.９％�

４２.５％�

３６.５％�

４７.８％�

４１.２％�

３５.０％�

３３.３％�

国民健康保険�

�

老 人 保 健 �

�

介 護 保 険 �

�

下水道事業�

収入済割合�
支出済割合�

収入済額�
支出済額�

予算現額�

環境基本計画策定事業 
町の環境を末永く保全する環境施策方針を�
平成20年度までの2年間で策定しています。�

企�業�会�計�
水道事業会計�

収益的収入�

収入済割合�収入済額�予算現額�

５４.９％�１億５,９７７万円�２億９,１１７万円�

収益的支出�

支出済割合�支出済額�予算現額�

２７.４％�７,５６５万円�２億７,６４４万円�

資本的収入�

収入済割合�収入済額�予算現額�

０.０％�０�５,８１０万円�

資本的支出�

支出済割合�支出済額�予算現額�

２５.５％�４,３１１万円�１億６,９０１万円�

収益的収支：給水や配水などの営業活動から生
じる収入と支出のことです。�
資本的収支：将来の給水や配水などに備えて施
設や配水管を整備するなど、設備投資から生じる

収入と支出のことです。�

一般会計�

特別会計�

�

�

合　　計�

２７億６,８３７万円�

６３億４,５６８万円�

（下水道　４８億６,２４３万円）�

（水　道　１４億８,３２５万円）�

９１億１,４０５万円�

町債の状況�

※町債は、学校や公園など長い年月使用す
る施設の建設などの費用を、建設したと
きの町民だけがすべて負担するのではな
く、建設後に利用する町民みんなで費用
を分担するものです。�

事業費：事業費：290万円万円�事業費：290万円�
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�
�

～中井町人事行政運営等の状況～�
�

職�員�数�

※人件費とは、職員給与のほか、町長や議会議員などの特別職に支給されている給料や報酬、職員が加入している�
　地方共済組合に事業主として支払う負担金等を合計したものです。�

●人件費の状況（平成１８年度一般会計決算）�

１７年度の�
人件費率�

人件費率 
（Ｂ／Ａ）�

人件費 
（Ｂ）�

実質収支�
歳出総額 
（Ａ）�

住民基本台帳人口 
（１９.３.３１現在）�

２３.２％�２４.３％�９６７,３６０千円�２６９,９９７千円�３,９８６,０４３千円�９,９８５人�

給与の支給状況�

町職員の職員数・給与など人事行政運営等の状況について、概要をお知らせします。�

なお、更に詳しい内容については、町ホームページや庶務課の窓口でご覧になれます。�

　�

　�

問合せ� 庶務課　庶務班　℡ ８１－１１１１�

ホームページアドレス　http://www.town.nakai.kanagawa.jp

●職員数（一般職）の状況（各年４月１日現在）�

職員定数�
職員数�

区分�
計�公営企業等�教育委員会�一般行政�

平成１９年�

平成１８年�

８０人�

７９人�

２０人�

２２人�

１２３人�

１２３人�

１１５人�

１１６人�

１５人�

１５人�

●級別職員数（平成１９年４月１日現在）�

合計�技能労務職�

一般行政職�
区分�

８級�７級�６級�５級�４級�３級�２級�１級�

部　長�
次　長�

参　事�
課　長�
事務局長�

主　幹�
技　幹�

班　長�
副主幹�
副技幹�

主　査�
主任主事�
主任技師�

主　事�
技　師�

主事補�
技師補�

職名�

職員数�

構成比�

１１５人�

１００％�

７人�

６.１％�

３人�

２.６％�

１２人�

１０.４％�

１８人�

１５.７％�

１５人�

１３.０％�

１７人�

１４.８％�

２７人�

２３.５％�

１１人�

９.６％�

５人�

４.３％�

●定員適正化計画における年次別職員数の状況（各年４月１日現在）�

２２年度�２１年度�２０年度�１９年度�１８年度�１７年度�区分�

職員数�計�
画� 対前年�

職員数�実�
績� 対前年�

１１４人�

０人�

１１４人�

△１人�

１１５人�

０人�

１１５人�

△１人�

１１５人�

△１人�

１１６人�

△２人�

１１６人�

△２人�

１１８人�

△２人�

１１８人�

△２人�
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●平均給料月額及び平均年齢（平成�１�９�年度一般会計当初予算）�

●職員給与費（平成１９年度一般会計当初予算）�

１人当たりの給与費 
（Ｂ／Ａ）�

給与費�
職員数（Ａ）�

計（Ｂ）�期末勤勉手当�職員手当�給料�

６,６０７千円�６６７,３１９千円�１７１,２２１千円�１０８,７７９千円�３８７,３１９千円�１０１人�

平均年齢�平均給料�区分�

４�２�.５�歳�３２１,４２６円�一般行政職�

４�８�.２�歳�２０３,８２９円�技能労務職�

●一般行政職の初任給�

国�中井町�区分�

１�７�０�，�２�０�０�円�１�７�０�，�２�０�０�円�大学卒�

１�３�８�，�４�０�０�円�１�３�８�，�４�０�０�円�高校卒�

●一般行政職の経験年数別給料月額�

経験�２�０�年�経験�１�５�年�経験�１�０�年�区分�

３�４�５�，�２�０�０�円�２�９�７�，�９�０�０�円�２�４�４�，�６�０�０�円�大学卒�

２�９�７�，�９�０�０�円�２�６�０�，�５�０�０�円�２�０�５�，�０�０�０�円�高校卒�

●職員手当の状況�

民間企業のボーナスに相当する手当�
支給率：年間�４�.４�５�月分�

期末手当・勤勉手当�

退職したときに支給される一時金�
県内３市�１�３�町１村６一部事務組合で構成する退職手当組合の条例に基づき支給されます。�

民間における賃金、物価等を考慮して職員に支給される手当�
支給率：給料、扶養手当、管理職手当の合計額の�１�０�％�

危険、困難、健康によくない業務などに従事したときに支給される手当�
手当内容：町税等徴収手当、有害毒薬物取扱手当など６種類�

正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当�

扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当、宿日直手当など�

退職手当�

地域手当�

特殊勤務手当�

時間外勤務手当�

その他の手当�

●職員の年次有給休暇の取得の状況�

付与日数�平均取得日数�区分�

２�０�日�８�.７�日�平成１８年�

２�０�日�７�.３�日�平成１７年�

●特別職の報酬などの状況�

期末手当�（年間）�月額�区分�

４�.３�５�月分�（※）�

７�９�６�，�０�０�０�円�町　長�給�

料�
６�３�８�，�０�０�０�円�副町長�

５�８�０�，�０�０�０�円�教育長�

４�.１�０�月分�

３�５�５�，�０�０�０�円�議　長�

報�　�

酬�

２�７�８�，�０�０�０�円�副議長�

２�６�４�，�０�０�０�円�委員長�

２�５�４�，�０�０�０�円�議　員�

※町長の期末手当は、２０％減額して支給しています。�

11 12 13 14 15 1716 18年度�
�

100�
�
99�
�
98�
�
97�
�
96�
�
95�
�

93

94 94.6 94.1

98.3
98.6

98.899.0

95.7

98.5

●ラスパイレス指数の推移�

※ラスパイレス指数とは、給与水準を計る物差しと�
　なるもので、国家公務員の給与水準を100とした�
　場合の中井町職員の給与水準を示す指数です。�
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１０
月
２
日（
火
）大
的
公
園
で
、
第
５１
回

中
井
町
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

の
酪
農
家
7
軒
よ
り
２２
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
�

　
畜
産
共
進
会
で
は
、
家
畜
の
改
良
と
畜

産
の
振
興
を
目
的
に
、
雌
牛
の
品
質
が
競

わ
れ
ま
す
。
出
品
さ
れ
た
牛
は
、
生
年
月

日
や
出
産
経
験
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
分

類
分
け
さ
れ
、
骨
格
、
毛
並
み
、
歩
き
方
、

乳
器
、
足
蹄
等
で
優
劣
を
審
査
さ
れ
ま
す
。
�

　
今
年
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）
�

◎
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
※
1
）

�
第
9
類
経
産
優
等
一
席
�

　
　
　
　
　
城
所
　
角
秋
（
比
奈
窪
）

◎
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
※
2
）

�
第
4
類
未
経
産
優
等
一
席
�

　
　
　
　
　
小
沼
喜
代
治
（
松
本
下
）

（
※
１
）出
産
経
験
の
あ
る
牛
（
経
産
）

　
　
　
か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
。
�

（
※
2
）出
産
経
験
の
な
い
牛（
未
経
産
）

　
　
　
か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
。
�

　
9
月
２６
日（
水
）、
中
井
町
・
松
田
町
・

開
成
町
で
「
第
43
回
足
柄
上
地
区
交
通
安

全
総
ぐ
る
み
推
進
大
会
」
の
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、「
安
全
は
心
と
時
間
の
ゆ
と

り
か
ら
」
・
「
高
齢
者
模
範
を
示
そ
う
交

通
マ
ナ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
�
�

　
本
町
で
は
、
交
通
安
全
ミ
ニ
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
行
っ
た
後
、
足
柄
上
地
区
1
市
5

町
の
交
通
安
全
対
策
関
係
者
が
、
旭
橋
交
差

点
と
テ
ル
モ
交
差
点
で
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一

人
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
�

　
9
月
２８
日（
金
）、
足
柄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
よ
り
、
中
井
中
央
公
園
「
遊
び
の
広

場
」
に
時
計
塔
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
ご
厚
意
に
添
う
よ
う
大
切
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
�

�

会場を訪れた子ども達は間近で見る牛に興味津々。�
仔牛の頭をなでたりしていました。�

出品された牛のうち10頭が県の畜産共進会に出品されました。�
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防
犯
指
導
員
を
さ
れ
て
い
る
橋
本
誠
さ

ん
（
宮
向
）が
、
9
月
7
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
た
「
第
３８
回
地
域
安
全
県
民
の
つ

ど
い
（
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
）」
で
、
日
ご

ろ
の
防
犯
活
動
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本
さ

ん
は
、
去
る
3
月
に
は
神
奈
川
県
警
察
本

部
長
褒
賞
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
�
�

　
防
犯
指
導
員
は
、
足
柄
上
地
区
1
市
5

町
内
に
現
在
１４
名
お
り
、
中
井
町
で
は
2

名
の
方
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
犯
指

導
員
は
、
防
犯
活
動
の
推
進
と
地
域
住
民

の
自
主
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
月
１０
日
の
防
犯
の
日
に
町
内

の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
美
・
緑
な

か
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
各
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
１０
月
１４
日（
日
）、
毎
年
恒
例
の
「
美
・
緑
な
か
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
１
万
人

を
超
え
る
来
場
者
で
一
日
賑
わ
い
ま
し
た
。
�

�
会
場
と
な
っ
た
中
井
中
央
公
園
に
は
、
特
設
ス
テ

ー
ジ
の
ほ
か
１
０
０
を
超
え
る
模
擬
店
や
イ
ベ
ン
ト

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

大
賑
わ
い
で
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
熱
気
球
も

登
場
し
（
表
紙
写
真
）、

空
か
ら
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
�
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題名「追憶のタンゴ」�

墨絵教室同好会�

中村　節 （北窪）�

改善センター図書室� ８１－３９０７� 井ノ口公民館図書室� ８１－３３１１�

�
（馳 星周）�

�
（佐々木 譲）�
（宇江佐真理）�

 �
（竹下文子）�

�
（長谷川義史）�

�
（ちば ちかこ）�

�

成人書�
◆約束の地で�
◇警官の血 上・下�

�
◇夕映え�

児童書�
◇しっぽ！�
◇パンやのろくちゃん�
　うんとね�
◇とおいまちのこ�

�
�

（こうの史代）�
（蓬莱竜太）�

�
（服部幸應）�

�

 �
（竹内もと代）�

�
（ミシェルヌードセン）�

�
（原ゆたか）�

成人書�
◆夕凪の街 桜の国�
�
◇ピアノの森�
◇服部幸應の食育の本�
�

児童書�
◇ほおずきちょうちん�
�
◇としょかんライオン�
�
◇かいけつゾロリ大ぐいせ
　んしゅけん�
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﹇
中
井
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
﹈
�

Ｖ�Vｏl.19

ボランティア活動や町事�
業への協力など、地域で�
活躍している団体を紹介�
します。�

会
長
　
　
福
井
　
敬
七
（
宮
向
）�

　
私
た
ち
の
会
は
、
現
在
２８
の
文
化
団
体

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
も

多
種
多
様
で
、
民
謡
、
日
本
舞
踊
、
剣
詩

舞
、
詩
吟
、
俳
句
、
短
歌
、
墨
絵
、
盆
栽
、

そ
し
て
最
近
で
は
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ウ
ク
レ
レ
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
熱

心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
高
齢
化
時

代
、
皆
さ
ん
と
集
い
、
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
豊
か
な
生
活
に
一
番
大

事
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
�

　
本
会
で
は
、
年
間
行
事
と
し
て
各
団
体

で
の
発
表
会
を
行
う
ほ
か
、
町
民
文
化
祭
、

美
・
緑
な
か
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
敬
老

会
等
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ご
披
露

し
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
本
会
は
昭
和
５０
年
に
結
成
さ
れ

て
以
来
、
一
昨
年
で
３０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
結
成
当
時
7
0
0
名
ほ
ど
い
た
会
員

も
、
今
で
は
3
3
0
名
と
だ
い
ぶ
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
団
塊
世
代
の
人
た

ち
が
地
域
に
帰
り
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

活
躍
し
て
頂
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
そ
う
し
た
人
た
ち
の
力
で
休

止
し
て
い
る
団
体
や
、
絵
画
、
写
真
、
囲

碁
、
将
棋
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
盛
り

上
げ
て
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
�

　
私
た
ち
の
町
で
、
文
化
活
動
を
通
し
て

生
き
い
き
と
活
動
さ
れ
る
人
が
一
人
で
も

多
く
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
�

　中井町はすべての水道水を地下水で賄い、町単独

で水道を整備しています。町では、異常渇水や水道

施設損傷等の災害緊急時に、皆さんのご家庭等へ水

道水を安定的に送るために、平成４年に中村地区と

隣接している小田原市内の県水道へ水道緊急連絡管

を接続し、緊急時には町水と県水がお互いに応援給

水できるようになっています。�

水道緊急連絡管�

町水と県水をつなぐ水道緊急連絡管�

中はこうなっています�

 上下水道課　工務班� ８１－３９０３�問合せ�

町水と県水がガッチリ握手！�

町水道�県水道�
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人　口�
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女�
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１０，０４５人　�

５，１００人　�
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納期限は１１月３０日（金）です�

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください�

介 護 保 険 料 �第５期分�

ひとくちメモ�

●�火にかけすぎると、硬くなりますので、火加減と�
火を止めるタイミングに注意しましょう。�

レシピ２２�

■一人分の栄養価�
エネルギー 68kcal�
たんぱく質 1.8g�
脂質 1.9g�
カルシウム 58mg�
塩分 0g

■材料（8人分）�
牛乳 400ml�
コーンスターチ 35g�
砂糖 20g�
キウイフルーツ 1ヶ�
リキュール 小さじ2

■作り方�
①鍋に牛乳、コーンスターチ、砂糖を入れよくかき
　混ぜる。�
②①をかき混ぜながら弱火にかけ、かたまりかけて
　きて、ぷっぷっしたら火をとめる。�
③水でぬらした器に②を入れて、冷やし固める。�
④キウィフルーツをすりつぶした位に細かく刻み、
　リキュールを加え香りをつける。�
⑤③が固まったら容器から出して、④のソースをか
　ける。�

　夏が終わりやっと涼しくな
ってきたかと思ったら、すぐ
に暑さが戻ってきたりと、気
候が不安定な今秋。例年３月
頃に咲くはずの花桃が、春と
間違えてしまったのか花を咲
かせていました。（１０月４日、
岩倉川沿いで撮影）�


